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令和６年度 第２回 学校運営協議会 議事録 

記録：勝呂 

 

■日時：令和 ６年 ６月 ７日（金） １０:００〜１１:３０ 

■場所：小金井第四小学校 会議室 

■出席者：  

○学校運営協議会委員 

新保 佳子 会長   天野 達彦 委員   日下部 順子 委員 杉山 孔宏 委員 

鈴木 由里 委員   渕上 直美 委員     前田 剛 委員      服部 知郁 委員 

○学校職員 

諏訪 伊都子 校長    勝呂 創太 副校長 

■欠席者：山口 縁 副会長   杉山 雅楽子 委員    

 

１ 委員長挨拶 

・今年度も様々なことを進めていくため、みなさんとよく話し合っていきたい。 

 

２ 学校から 

（1） 令和６年度の学校予算について → 承認 

（質疑応答） 

・蛍光灯の LED化について、方向性などはあるか。 

→学校として蛍光灯の LED化についての方向性といったものはない。しかし、新しい教室（５−３、ひだ

まり）は、既に LED化されている。校舎の建て替え計画等に合わせて、変更されていくと考えている。 

・CS委員の資料の事前送付について、郵券がかかると思うが、郵券はどうしているか。 

→遠方の方にのみ、郵券で送付している。 

 

（2） 学校運営、学校行事、図工交流授業計画等について → 承認 

ア 学校運営、学校行事 

・５年生の移動教室は、全員が出席できた。 

・現在、長期欠席の児童数が昨年度に比べ減ってきている。安心・安全な学校づくりを継続していく。 

・５年生の全員面接が終了した。多様性と調和を大事にしながら学校づくりを進めていきたい。 

イ 図工交流授業計画 

（質疑応答） 

・展覧会で活用したものが最後どうなるのか知りたい。例えば、使用後の竹は、どのようになるか。 

→使った竹を音楽で使っていき、子供に返していくことを考えている。 

・ペットボトルに紙粘土がついてしまうので、リサイクルできず、ゴミにならないか懸念している。リサイク 

ルの観点から、長く飾っておける作品をつくれたらよいと思う。 

→プラスチックのような透明素材をどうしても使いたいという子供の要求がある。できるだけ自然に近い

ものを使うようにシフトしている。 
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３ 地域学校協働本部から 

令和５年度地域学校協働活動事業報告 令和６年度の実施計画について 

・今年度、「小さな田んぼ」、「夏休み寺子屋」、「冬休み習字教室」の「やってみ四」を新たに始める。 

・これまでの伝統である「四町会防災訓練」、「ちょこっとボランティア」、「ラジオ体操」、「四小運動会 

運営協力」なども継続して行っていく予定である。 

・「小さな田んぼ」と「冬休み習字教室」については、市に確認したところ、地域未来塾には当たらない

ので、地域学校協働活動として行っていく予定である。 

 

４ 協議   

コミュニティ・スクールのリーフレット作成について 

・３月末に保護者様、地域の皆様にお配りしたい。 

・地域学校協働活動や地域未来塾でどのような活動を行っているかについて具体的に伝えていきた 

い。また、四小スタンダードをつくり、掲載していきたい。 

（質疑応答・自由意見） 

・リーフレットをどのように周知するか。 

→Webページに掲載や学校だよりの配布を通じて、地域の方に伝えていく。また、学校公開などの機

会を通じて伝えていきたい。 

・周知の仕方としては、市の広報掲示板、市民掲示板がある。 
・リーフレットについては、当事者意識をもってもらえるように工夫することで、地域で子供を安心・安全
に守っていけることが大事だと思う。また、地域の中で、この活動に参加したい、この活動で教えたい
という人が増えるように工夫することが大事だと思う。 

・お便りをポスティングすることで、毎回、紙代、送付代がかかる。それらを減らすために、掲示板に QR

コードを載せて、QR コードから学校Webページにリンクできるようにするという方法もある。 

 

５ 意見交流 

・人材の募集については、人づてで声かけをすることも重要だと思う。チラシを配っただけでは参加し
ない人が、生の声をかけられると参加してみようという気持ちになることがある。人材の発掘において
は、この活動にはこの人が必要というものもあるので、ピンポイントで声をかけ、担い手を増やしていく
ことも大事にしたい。 
・今年度 CS委員として学校の活動を参観していて、特に自分から挨拶してくれる子供が増えてきてい
ると感じている。 
・地域の見守り活動は、はじめは何をやったらよいか分からないという声をよく聞くが、一方で、いざ始
めてみると人と人のつながりができ、見守りの具体的なやり方が分かってきたという声も多い。まず 
やってみるということも大事だと思う。 

 
  
６ 事務連絡  次回  日時  令和 ６年 ７月 ２３日（火） １４時～１６時    

場所  小金井第四小学校 体育館 
               内容  熟議 「四小スタンダード」 


